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1 はじめに 
近年スマートフォンの発展・普及により写真

撮影が手軽となり, SNS などへの公開が容易にな

ってきた. また, 撮影上での色合いなどは最近

の HDR（High Dynamic Range）機能の利用や写真

の編集アプリにより調節が可能となるとともに, 

簡単に写真の編集が可能となってきているため,

一層のクオリティーの高い写真が撮影できるよ

うになってきた. このような機能やアプリを利

用することにより, 露出や色合いは簡単に編集

可能であるのに対して, 最適な構図を決めて上

手く撮影することは専門家でないと容易におこ

なえないという問題があることがわかった. 

我々はこのような問題を解決するために深層

学習を使った魅力度推定器を利用し, 魅力的な

構図で撮影をするシステムを開発した[1]. しか

しながら, このシステムでは, 柿森ら[4]が使用

した料理写真の構図の５つの要素（写真内にお

ける料理の数, 料理の位置, 料理の向き, 料理

の占有面積 (写真にどの程度大きく写っている

か), 撮影時のカメラの角度）のうち, 「料理の

向き」と「撮影時のカメラの角度」の２つの構

図の要素のみでしか撮影が行えないことがわか

った. 

本研究では, 上記の料理写真の構造の５つの

要素のうち, 従来システムで対応可能な「料理

の向き」と「撮影時のカメラの角度」だけでな

く, 写真内における料理の位置と料理の占有面

積の２つの要素を考慮し, 撮影することができ

るシステムの開発を行う. そのため, 本論文で

は深層学習を使い, 「料理の位置」および「料

理の占有面積」を考慮し構図を評価する判定器

を提案する.  

2 構図評価手法の提案 
本提案では, SNS 上の料理写真に構図の要素が

ある程度影響があるのではないかと仮定した,  

この仮説を検証するために, まず, 柿森ら[4]が

提案した料理写真の基本構図をもとに Twitter

上の料理写真の構図と「いいね」の関係性を調

べた.  

 

 

 

手法として Twitter 上から「定食」のキーワ

ードで 600 件の画像収集を行い, 「いいね」の

数を元に, 上位１～200, 200～400, 400～600 に

分け, それぞれに料理写真の基本構図が何件含

まれているか調べた結果, 表１の様に順位が高

いほど基本構図が多く含まれることが分かった.  

表 1 基本構図が含まれる枚数 

 
そのため, Twitter 上から画像を取得しその画

像の「いいね」を教師データとし, データセッ

トの作成を行った.  

また, データセットを判定器に学習させる際,

位置, 占有面積のみ学習を行いたいため, 料理

検出を行いデータセットの画像を料理のみが写

った画像に加工し, VGG16 による学習を行い, 3

段階の評価を行う判定器を構築した.  

次に, データセットの作成には Twitter 上か

ら「ラーメン」の画像とそれぞれの画像の「い

いね」の数を 1000 件収集し,「いいね」の数を

順位ごとに並べ, 順位を 0 から 1 の値に正規化

を行い, 正規化された順位を 3 つに分け教師デ

ータとしデータを作成した.  

さらに, 料理の構図を判定器に学習させる際

に, 料理の位置や占有面積のみを学習を行うた

め料理の検出を行った. 料理検出には, 物体の

位置と種類を検出するのによく使用される

YOLOv3 を使用した．ここでは, 基本構図のお皿

が 1 枚の場合を想定し, 「ラーメン」の画像 100

枚学習を行い, 図１のように料理検出を行った.  

 
図 1 料理の検出イメージ 

YOLOv3 を使いた判定器に入力する際に, 図 2

の料理がある領域のみを切り取った画像に加工

を行った. 
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図 2 料理のみの検出を行ったイメージ 

最後に, 判定器の作成には前研究でも使用し

た VGG16 に転移学習を行った．転移学習をする

にあたって作成したデータセットを 244×244 に

リサイズし入力した．画像に対する教師データ

を入力し全結合層のみ学習を行う. 重みの学習

を行う全結合層の活性化関数には ReLU を使用

し, 出力の全結合層にはシグモイド関数を使用,

最適化手法には  Adam, 評価関数 MAE（ Mean 

Absolute Error）を用い, 学習回数は 100 回と

した. 

3 評価実験 

図３は YOLOV3 で実際にデータセットの画像か

ら検出を行い出力した結果を示している. 図３

の A がバウンティーボックスを出力した結果, 

図３の B がバウンティーボックスの外側を切り

取った画像をそれぞれ示している.  

 
図 3 YOLOV3でデータセットから検出を行った例 

図 4 は YOLOV3 で料理がある領域のみ抽出を行

ったデータセットを入力し, 「いいね」の数を

順位ごとに 3 段階に分類し, 教師あり学習を行

った正解率を示している． 

 
図 4 データセットを学習した正解率 

料理のデータセットを作成する際に料理検出

を行い料理のみの画像に加工を行った結果, 100

枚という少ない画像で学習を行うことができた．

また, 対象が大きく映っている場合にも高い確

率で料理の検出を行うことができた.  

一方, 対象が小さい場合や複数の料理がある

場合には, うまく検出が行えない場合があった. 

そのため, 判定器の学習では, 訓練データでの

正解率は高くなったが（図4 の accuracy:青線）,

トレーニングデータでの正解率を高くすること

ができなかった(図 4 の val_accuracy:黄線). 

4 結論 

我々が以前実施した研究では料理の料理写真

の構図の要素のなかで, 料理の向きと撮影時の

カメラの角度のみのでしか撮影が行えないこと

が問題となっていた. 本論文では, Twitter 上の

画像と画像に対する「いいね」の値を学習デー

タとして深層学習に適用し, YOLOV3 で料理の切

り抜きを行うことで料理の位置および占有面積

を考慮し, 判定器により構図を評価する手法を

提案し, 適用実験を行った.  

 その結果, Twitter 上のデータからデータセッ

トの作成を行い, 料理検出を行い, 判定器を作

成することができた. しかし, 判定器の精度を

向上することができなかった.  

 今後は YOLOV3 での検出精度を上げるため学習

に使うデータの件数を増やし精度を高める必要

がある. また, 料理の検出できる件数を 2 枚以

上検出が行えるように改良していく．さらに, 

Twitter 上のデータを獲得する際に料理写真以外

の画像も多く取得してしいたため, 料理写真の

みを取得できるシステムを検討していく予定で

ある.  
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